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エルゴ- ド運動野出現とシステム ･サイズ(N)との関係は古くKrylovによって論 じられた｡
その後,SaitoらによってKAM理論との関連から考察されている｡しかし,〟-∞の極限で









Aチ エ p(x)tf2(xトf2q )),
A～P-P(XH f(X)-f(X′)),
A石- p(x)(∂ばト ∂(X′))･
X'は耳の原像で,上式の各々の第二項は,p(X)A(X′)-∑p(X′)A(X′)/lF′(X′)Jによ-り計X/
算する｡メタ･マクロな相の記述ばかりでなく,それぞれに共役な量の輸送現象にも,逃散能
の概念は応用される｡
§3.多体系の集団運動
メタ･マクロな系に発生する構造を以下の具体的なモデルで研究している｡(A)infiniterange
で相互作用するChaos-Gases,(B)Shortrangeで相互作用するCoupledChaos-Lattice,(C)
ChaoticField中の粒子拡散｡(A),(B),(C)に於ける典型的な現象は,それぞれ,汰)カオスの
引き込み,(B)パターンの伝播,(C)Branchingをもつ異常拡散である｡くわしくは別に報告す
るが,そのいづれもがActiveelementとしてのカオスの役割を浮きぼりにしている｡
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